
令和元年度全国高等学校教育改革研究協議会

選択協議題Ａ

～地域との連携・協働による新しい高等学校づくり～

『長崎県の“ふるさと教育”について』

長崎県教育庁高校教育課



1 長崎県の概要

（1）人口 １,３２５,７４４人
【推計人口（令和元年9月1日現在）】

（2）市町 １３市、８町

（3）高等学校 ８０校
（公立５７、私立２３）



（4）島の数 ９７１ （全国１位）
【海上保安庁調べ】

対馬

壱岐

五島列島



２ 長崎県の現状

急速な人口減少と少子高齢化



３ 長崎県の計画

第三期

「長崎県教育振興基本計画」
（2019～2023年度）

～長崎の明日を拓く人・学校・地域づくり～

ふるさと長崎への愛着と誇りを持ち、地域社会や産業を支え、
国際社会の発展に貢献しようとする態度を育みます。

・キャリア教育・職業教育の推進

・グローバル化に対応した教育の推進

・ふるさと教育の推進

・子どもたちの体験活動の推進

・平和教育の推進



４ “しま地区”の取組例①

「消滅可能性都市」（2014年日本創成会議）発表の頃から、

上位に挙がった“しま地区”の高校を中心に、

市町と連携した地域創生型探究活動が広がり始めた。



４ “しま地区”の取組例②

（1）中五島高校『パブリックワーク』

・地域課題解決型探究学習。

・新上五島町の全面バックアップを受け、地元企業や地域住民と

協働して、改善策や新規事業等の提案を町民の前で発表する。

（2）五島高校『バラモンプラン』

・社会探究型課題研究のキャリア教育。

・グローバルな視野を持ち、ローカルに活躍する人材の育成を目指す。

・「バラモンプラス」という課外活動も活発で、ドローンレースや

環境シンポジウムの開催、五島ピザの開発など、地域を巻き込んで

活動している。



４ “しま地区”の取組例③

（3）上対馬高校『島の宝プロジェクト』

（4）壱岐高校『 iプロジェクト』

（5）宇久高校『Ｕｋｕ Ｌａｂｏ』

（6）松浦高校『まつナビ』

（7）佐世保西高校『ふるさと創生大作戦』



５ 長崎県のふるさと教育①



５ 長崎県のふるさと教育②



６ 『ふるさとの未来を担う高校生育成事業』①

１背景
本県最大の課題である人口減少を抑制するため
には、これまでの「ふるさと教育」の取組を一歩
進めて、ふるさとを担う人材の育成に取り組む必
要がある。

２目的
各学校が地元市町や専門家の協力を得ながら、
「ふるさと教育」に取り組み、ふるさとに対する
より一層強い誇りと愛着、ふるさとに貢献したい
という意識を生徒に醸成することで、若者のふる
さとへの定着へとつなげていく。



６ 『ふるさとの未来を担う高校生育成事業』②

３概要
毎年県立高校６校、３年間で１８校を研究指定す
る。
研究指定校は、専門家や地元市町の協力を得なが
ら、地域の魅力の発信や地域活性化に向けた提案や、
地域住民・地元企業を巻き込んだイベントの企画・
運営などを行う。
その活動成果を、発表会を実施することで、指定
校以外の高校にもノウハウを波及させ、県下全体に
より深みのある「ふるさと教育」を広めていく。

令和3年度までに各学校独自の「ふるさと教育」についての
「体系図」と「実施計画」の作成を全ての県立高校に義務付け。



６ 『ふるさとの未来を担う高校生育成事業』③



７ 事業の成果として

① 指定校へのアンケート

② 地域を知る学習や地域住民や行政機関、事業所等との
協働を通じて、地元への就職を希望したり、地元に貢献
するための進学先を選択する生徒が増えてきた。

③ 高校生の取組に触発されて、地元行政機関と事業所が
連携したり、地域住民の地域活性化への意識が高まった
地域が増えてきた。

『将来ふるさとの発展に貢献したい
という意識が高まった生徒の割合』 ９０.３％



８ 今後に向けて

① 取組を計画したり、学校と地域の連携を推進する
スキルやノウハウをもつ人材が乏しい。

② 都市部の普通科進学校において、その規模や地域性
もあり、十分な取組がなされていない学校が多い。

→ 教員への支援（研修）

→ 「キャリア教育×探究型学習」
プログラムの開発



９ まとめにかえて

長崎県の「ふるさと教育」とは？

“ふるさと長崎”の魅力を実感し、愛着と誇りを
持ち、さらに承継発展させようとする意欲や態度、
ふるさとに貢献したいという意識を育む教育。

将来、地元で地域社会や産業を支える人材や、
県外や海外から本県の発展に貢献する人材の育成。

ご清聴ありがとうございました。


